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１、環境経営方針 
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２、事業活動概要 

（1） 事業者名及び、代表者名 

株式会社 ＷＩＮＧ 

    代表取締役  髙橋 福巳 

 

（2） 所在地 

    岩手県北上市二子町秋子沢 118 番地 8 

    電 話 0197（81）6056 

    ＦＡＸ 0197（66）7015 

 

（3） 環境管理責任者及び連絡先 

    責任者： 製造三課 課長 高橋 博 

    連絡先： 電話・ＦＡＸ 所在地と同じ 

 

（4） 事業内容 

    半導体製造装置・液晶製造装置・医療機器等の、樹脂製品・部品の製造。 

 

（5） 事業規模 

規 模 単 位 
2019 年 9 月 

～20 年 8 月 

2020 年 9 月 

～21 年 8 月 

2021 年 9 月 

～22 年 8 月 

売上高 百万円 569 671 849 

従業員 人 ※1） 43（8 月末） 44（8 月末） 50 

床面積 ㎡ 1778 2059.2 2545.2 

※1） 派遣社員含む 

         (6) 認証登録範囲 

      ・登録組織名  株式会社 ＷＩＮＧ 

      ・事業所    株式会社 ＷＩＮＧ 本社工場 

      ・事業活動   半導体製造装置・液晶製造装置・医療機器等の樹脂製品・部品の製造。 

      ・対象範囲   全社・全組織・全活動 

 

(7) エコアクション 21 実施体制 組織図 

株式会社WING組織図

組 織

社長 総務部長 総務課

経理課

営業部長 営業課 課員　4名

品質・環境管理部長 品質管理グループ 課員　3名

環境管理グループ 課員　3名

製造課 製造一グループ 課員　7名

製造二グループ 課員　5名

製造三グループ 課員　6名

製造四グループ 課員　8名
：ＥＡ２１取組み範囲

検査グループ 課員　10名
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エコアクション２１の実施体制
社　長

製造1G課長 総務部長 総務課

EA21環境管理
責任者

ｺﾐﾆｭｹｰｼｮﾝ窓口 経理課

営業部長 営業課長 課員　　4名
環境活動会議

品質管理・
環境管理部長

品質管理課 課員　　3名

検査G長 課員　　10名
EA21事務局

環境管理課

製造部工場長 製造1G係長 課員　7名

製造2G係長 課員　5名

製造3G課長 課員　6名

製造4G課長 課員　8名

 
 

(8)   役割と責任・権限 

役 割 担当者        責任・権限 

代表者 社 長 

  
① 経営における課題とチャンスの明確化 

② 環境経営方針の策定 

  ③ 実施体制の構築 

  
④ 取組に対する資源を用意する 

⑤ 全体評価と見直し、指示を行う。 

環境管理 製造１グループ   ① 代表者に代わってシステムを構築し、運用する。 

責任者 課長   ① 代表者に結果を報告する。 

事務局 
環境管理グループ   ① 必要に応じデータの収集及び、集計を行う。 

リーダー  ② 各種文書・報告書の作成。 

    部門内において, 

部門 環境活動   ① 省資源、省エネ、節水を奨励・実施する。 

責任者 計画による   ② 必要な教育訓練を計画し実施する。 

  
  
③ EA21 目標達成の取組の推進とチェックを行い、環境管理責 

  任者の了承の下、必要な是正処置・改善を行う。 

    ④ 公害防止、緊急事態への予防処置を行う。 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ    ① 地域住民、関連機関からの苦情等の窓口業務を行う。 

窓口 総務部長 
  
② 苦情への対策・予防処置策定を行い、代表者の承認を受け関係者 

  に実施を指示し、経過・結果の報告を受け改善・定着を図る。 

課 員  

  ① 部門責任者の下、省資源、省エネ、節水に努める。 

  ② EA21 取組に関する教育訓練を受ける。 

  ③ 自主的に会社の推奨する地域の自然保護活動に参加する。 

  ④ 改善提案を行う。 
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３、環境目標 
中期目標 

 

 

 

 

 

 

 

４、 2021年度 活動計画 
 

1,温室効果ガス排出量の削減 

【活動目標】 

使用電力の削減 

社内売り上げ 1万円あたりの電力消費量 10kw以下 

 

【活動内容】 

・エアコンの温度管理（各区域担当者） 

・エアコンのフィルター清掃（月 1回） 

・未使用時の電源 OFF 

 

 

2,不良の削減 

【活動目標】 

社内不良の削減 

不良率 7,000ppm (0.7%)  以下 

 

【活動内容】 

不良削減（工場） 

・不良報告会であげられた内容をフィードバックする 

・赤伝・白伝のフィードバック 

指示ミスによる不良の削減（事務所） 

・見積図面と手配図面の見比べを行う 

 

  基準値 
2020 年度 

目標 

2021 年度 

目標 

2022 年度 

目標 

温室効果

ガス排出量

削減 

社内売上げあたりの消費電力量 

（kw／社内売り上げ 1 万円) 

10kw 以下／

社内売り上げ

1 万円  

基準値以下を維持 

不良率 

削減  

社内不良発生率 

（社内不良件数／検査件数） 
7,000ppm 基準値以下を維持 

水資源 

投入量 
上水道使用量（㎥） 節水活動を継続し、数値管理とする 

廃棄物 

排出量 
最終処分される廃棄物重量（ｔ） ゴミ分別活動を継続し、数値管理とする。 

地域貢献

活動 

会社周辺の清掃活動 年 2 回、社員の 8 割以上参加を継続 

地域住民等からの苦情の有無 苦情 0 件を維持 
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3  水資源投入量の削減 

【活動の目標】  

上水使用量は大半が生活用水であるため使用量を数値管理するに留め、節水を励行する 

 

【活動の内容】  

・水道が出しっ放しになっていないか確認 

・漏水検査をリスト通り実施 

 

 

4,  廃棄物最終処分量の削減 

【活動の目標】 

廃棄物排出量は数値管理とし、廃棄物の分別を徹底する 

 

【活動の内容】 

・一般ゴミ・リサイクル材の分別がなされているか確認 

・分別方法、分別間違い等の指導 

・紙ごみを分別しリサイクル（シュレッダー）する 

 

 

5,  地域環境 

【活動の内容】 

・年 2回工場敷地内及び周辺の清掃活動。参加率目標 80％以上。 

1 回目 11～12 月 敷地内・周辺のゴミ拾いと側溝掃除。 

2 回目 4～5月  敷地内・周辺のゴミ拾いと側溝掃除。 

 

・地域住民からの苦情「0」の継続。 
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５、環境活動の取組結果と評価  
(1)2021年 9月～2022年 8月の取組結果 

項 目 
2021 年度 

実績 
目標 目標達成率（％） 

社内売り上げ（万円） 59,084.5   

消費電力（kw） 364,752   

電力による CO2排出量 

（kg）※１ 
171,433   

CO2 総排出量（kg） 

※２ 
178,644   

社内売上げ 1万円あたり

の消費電力量 

（kw／社内売り上げ 1万

円) 

6.32 10.0 以下 158.3 

社内売上げ 1万円あたり

の CO2総排出量 

（kg） 

3.63 4.70 以下 129.5 

不良率（ppm） 3,284 7,000 213.1 

上水(㎥) 435 目標値を定めず数値管理とする 

廃棄物排出量 (t) 31.58 目標値を定めず数値管理とする 

地域貢献活動 

清掃活動 

2回/年 
2回/年 100 

苦情報告 

0件 
0件 100 

 

※１ 伊藤忠エネクス(2019 年度)CO2調整後排出係数 0.47kg-CO2/kWhより算出 

（小売り電力事業者である九電みらいエナジー株式会社の値） 

※２ 電力消費による CO2 排出量+化石燃料消費による CO2排出量 
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(2) 2021 年度における事業所内の変更等 

・第 3工場新設（2022 年） 

生産量増大に対応するため第 3工場を新設 
 

 
建設中の第三工場 

評価： 

2021年度は 1年を通して全ての月で社内生産額１万円あたりの消費電力量が上限

目標 10kwh を下回ることが出来た。例年通り社内生産額が多い月には売上当たりの

消費電力量が下がっていたが、生産額が少ない月でも上限を下回っており生産効率

の向上を示した。 

また今年度は生産量増大に対応するため第 3 工場を新設した。これにより大型製

品の検査・梱包工程を専用施設で行えることになった。また第 3工場の 2階には新

しい会議室や組立室を設け、新しい加工技術の検証等を行えるようになった。 

2022年度は更なる生産量の増大が予想され、社内生産額あたりの消費電力は上限

目標を下回ることが期待される。しかし電気料金の顕著な値上げが見込まれている

ため、外部の省エネ診断サービスを利用するなどして更なる節電に取り組んでいき

たい。 
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（2）取組・評価 
 

1,  温室効果ガス排出量の削減                  

【活動目標】 

使用電力の削減 

社内売り上げ 1 万円あたりの電力消費量 10kw 以下 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価： 今年度は弊社の主要顧客各社の受注が好調に推移し、売上・利益も過去最高を 

   更新することが出来た。主に半導体製造装置及び電子部品メーカーが生産や設備投資を 

増やしため、社内生産はほぼフル稼働を維持することが出来た。 

   また、6月から新たに第 3工場も稼働し使用電力の増加が見込まれたが、第 3工場稼働 

後の電力使用量は昨年 6月～8月と比べ各月で昨年を下回った。更に、昨年度の総電力 

使用量は 32,836Kwhに対し今年度の総電力使用量は 30,396Kwhとなり、総電力使用量に 

おいても昨年度を 7.75％下まわる結果となった。 

  売上も増え、使用電力量も下がったので、今年度目標の社内売上 1万円あたりの消費 

電力も昨年度に比べ 30％も削減することが出来た。 

主な要因としては、コンプレッサーをインバーター式へ交換した効果が大きかった。 

購入時の価格は高価だが電力料金の値上げもあり、その費用効果は十分にあった。 

その他にも、第 1工場検査室のエアコンを新しいエアコンに買い替えた事も使用電力の 

削減に繋がった。 

 来年度は半導体市況の不透明感が強く、特にメモリー分野での投資抑制が見込まれ 

ているため、半導体の投資は一旦踊り場の状況になると予測されております。その為、 

売上の確保と更なる使用電力の削減が必要となります。取組としては毎年厳寒期の 1月 

～3月までの電力使用量が増えるが、第 3工場が稼働して初めてのシーズンになるので、 

デマンドを設置し使用電力の見える化で使用電力を極力抑え昨年度と同程度の電力 

使用量に抑えることを目標とし活動することに致します。 

 社内売上（万円） 使用電力（kwh） 

社内売上額 1万円

当たりの消費電力

(kwh) 

2021 9月 5,775.2 32,822 5.68 

 10月 3,572.3 24,179 6.77 

 11月 4,655.2 28,710 6.17 

 12月 4,190.8 33,124 7.90 

2022 1月 4,092.9 39,718 9.70 

 2月 5,365.3 36,513 6.81 

 3月 5,576.2 36,609 6.57 

 4月 5,089.9 27,990 5.50 

 5月 3,637.5 22,073 6.07 

 6月 5,251.9 26,150 4.98 

 7月 5,516.4 29,913 5.42 

 8月 6,361.0 26,951 4.24 

 合計 59,084.5 364,752  

 平均 4,923.7 30,396 6.32 
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2,  不良率の削減 

【活動目標】 

社内不良の削減 

不良率 7,000ppm (0.7%)  以下 

 

【活動内容】 

不良削減（工場） 

・不良報告会であげられた内容をフィードバックする 

・赤伝・白伝のフィードバック 

指示ミスによる不良の削減（事務所） 

・見積図面と手配図面の見比べを行う 
 

 月別不良件数集計表 2021 年 9月～2022 年 8 月 

     社内不良 

   検査数 不良数 不良率(ppm) 

2021 9月 1,484 12 8,086 

  10月 1,431 3 2,096 

  11月 1,503 2 1,331 

  12月 1,444 6 4,155 

2022 1月 1,466 2 1,364 

   2月 1,417 1 706 

   3月 1,559 2 1,283 

   4月 1,640 2 1,220 

   5月 1,431 3 2,096 

  6月 1,711 4 2,338 

  7月 1,724 19 11,021 

   8月 1,763 5 ,2836 

累計 18,573 61  

月平均 1,547.8 5.08 3,284 

目標値  7,000 

 

1ppm=1/1,000,000       1％=10,000ppm 

 

年度 

社内不良 

検査数 不良数 不良率 

2021 年度目標   7,000ppm 

2020 年度実績 18,573 61 3,284.ppm 
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評価 : 

目標値の 7000ｐｐｍを 2 回ほど達成することが出来ませんでしたが 1 年を通してみると 2000ｐｐｍ 

程度で推移しているため、キープできる様に活動をしていきたい。 

品質講習で学んだ内容を社員に落とせるように活動内容も見直しながら不良削減に努めていきたいと思います 

 

 

 

 

3,  水資源投入量の削減 

総排水量の削減                【目標値は定めず数値管理とする】 

取組： 

現行活動の継続 

・蛇口の閉め忘れの確認。 

・漏水検査リストに従い、製品毎に漏水検査を行い余分な水の使用を抑える。 

評価 : 

昨年度同様、数値管理としている為、節水活動と漏水確認は常に心がけている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

5,  廃棄物最終処分量の削減 

【活動の目標】 

廃棄物排出量は数値管理とし、廃棄物の分別を徹底する 

 

【活動の内容】 

・一般ゴミ・リサイクル材の分別がなされているか確認 

・分別方法、分別間違い等の指導 

・紙ごみを分別しリサイクル（シュレッダー）する 
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廃棄物排出量 (t) 

  

一般廃棄物 産業廃棄物 パレット 

可燃･廃プラ 資源ごみ 段ボール 廃油水(t） 金属 他 プラ(t)※1 （木屑） 

2021年9月 0.220 0.052 0.880 1.10 0.00 2.88 0.00 

10月 0.260 0.050 1.020 0.00 0.00 2.44 0.00 

11月 0.290 0.040 0.610 1.00 0.00 0.00 1.97 

12月 0.430 0.102 0.670 0.00 0.00 3.37 0.00 

2022年1月 0.310 0.081 0.670 0.00 0.00 2.62 0.00 

2月 0.270 0.060 0.760 0.00 0.00 2.59 0.00 

3月 0.240 0.046 0.810 1.00 0.00 3.11 0.00 

4月 0.290 0.038 1.250 0.00 0.00 2.24 0.00 

5月 0.320 0.066 0.910 0.00 0.00 2.79 1.09 

6月 0.300 0.063 0.720 0.00 9.00 2.74 0.00 

7月 0.270 0.046 0.570 0.00 0.00 3.54 0.00 

8月 0.300 0.043 0.980 0.00 0.00 3.26 0.00 

合 計 3.500 0.687 9,890 3.10 9.00 31.58 3.06 

月平均 0.292 0.057 0.824 0.26 0.75 2.63 0.26 

 

リサイクル (㎏) 

  

再資源化 
焼却熱の再利用 

(サーマルリサイクル) 

種別 資源ごみ 段ボール 金属くず 
プラスチック 

※2 

ポリエチレン 

（PE）※3 

パレット 

(木屑) 

2021年9月 52 880 0 757 100 0 

10月 50 1020 0 1296 130 0 

11月 40 610 0 0 0 1970 

12月 102 670 0 862 140 0 

2022年1月 81 670 0 876 60 0 

2月 60 760 0 792 90 0 

3月 46 810 0 0 110 0 

4月 38 1250 0 1511 90 0 

5月 66 910 0 710 100 1090 

6月 63 720 9000 795 30 0 

7月 46 570 0 724 80 0 

8月 43 980 0 646 100 0 

合 計 687 9890 9000 8999 1030 3060 

月平均 57.25kg 824.16kg 750kg 749.9kg 85.83kg 255kg 

 

※1 ※2 ※3 

プラスチック総排出量＝産業廃棄物（プラ）+再資源化（プラ）+PE（サーマルリサイクル） 

※2  

PVC(硬質塩化ビニル)のアイボリー色のみリサイクル引き取り 

 

評価 : 

2021 年 5 月からプラスチックの再資源化が始まって、プラスチック総排出量の約 24％が再資

源出来ているという結果となった。今後この割合に注目していきます。 
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5,  地域環境 

【活動の内容】 

・年 2回工場敷地内及び周辺の清掃活動。参加率目標 80％以上。 

1回目 11～12月 敷地内・周辺のゴミ拾いと側溝掃除。 

2回目 4～5月  敷地内・周辺のゴミ拾いと側溝掃除。 

・地域住民からの苦情「0」の継続 
 

1）2021 年 12 月 10日 10：35～11：30 工場敷地、周辺の 1回目の清掃を行った。 

：参加 51名 欠席 5 名 参加率 90.2％  

  

 

 

2）2022 年 6月 30日 10：35～11：00 工場敷地、周辺の 2回目の清掃活動を行った。 

：参加 55名 欠席 7 名 参加率 87.3％  

  
 

3）地域住民からの苦情は無かった。 
 

評価： 

今年も年 2 回の清掃活動参加率目標 80％及び地域住民からの苦情 0 件を達成出来て良かった。 

引き続き活動を継続していきたいと思います。 
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6,  環境関連法規への違反、訴訟等の有無 

1）廃棄物の処理及び清掃に関する法律 

 産業廃棄物管理票交付等状況報告書 2021年 6 月 30日届出。 

 

2）水質汚濁防止法 

 共用水域への排水は無い。また、公共下水道への汚染物質の混入は無い。 

 

3）フロン排出抑制法 

事業所内のエアコンで業者による点検の対象（圧縮機出力 7.5kw-50kw）が 

無いことを確認し、簡易点検と清掃を毎月実施する。 

 

4）化学物質排出把握管理促進法（PRTR制度） 

工場内で使用される薬品で PRTR制度に該当する物質（トルエン）があるが、 

保管量が 1kg未満であるため届け出対象にならず。 

 

2022年度に環境関連法規への違反、訴訟等はありませんでした。 

 

 

（3）環境管理責任者による取組の総合評価 

弊社の動力源の約９０％が電力となります。この消費電力をどう抑制するか、そして CO2 排

出量をどう抑制するか、ここが大きなポイントとなります。 

今年度は、消費電力が高いとされていたコンプレッサー設備を 10 月から入替え、温室効果ガ

ス排出量の削減に期待が高まっていました。 

不良率も結果がよく、無駄な電力使用も抑制され、結果、目標を大きく下回り目標達成に大き

く貢献できたのではないかと思います。 

この結果が頂上ではなく、これからどうすればよいのか、どの様な対策を取れば良いのか、全

従業員で模索し外部専門機関などの協力を頂きながら、2022 年度の目標に向けて取り組んでい

きたいと思います。 
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6、来期（2022年度）活動計画 
 

1,温室効果ガス排出量の削減 

【活動目標】 

使用電力の削減 

社内売り上げ 1万円あたりの電力消費量 10kw以下 

 

【活動内容】 

・エアコンの温度管理（各区域担当者） 

・エアコンのフィルター清掃（月 1回） 

・未使用時の電源 OFF 

 

 

2,不良率の低減 

【活動目標】 

社内不良の削減 

不良率 7,000ppm (0.7%)  以下 

 

【活動内容】 

不良削減（工場） 

・不良報告会であげられた内容をフィードバックする 

・赤伝・白伝のフィードバック 

指示ミスによる不良の削減（事務所） 

・見積図面と手配図面の見比べを行う 

 

3  水資源投入量の削減 

【活動の目標】  

上水使用量は大半が生活用水であるため使用量を数値管理するに留め、節水を励行する 

 

【活動の内容】  

・水道が出しっ放しになっていないか確認 

・漏水検査をリスト通り実施 

 

4,  廃棄物最終処分量の削減 

【活動の目標】 

廃棄物排出量は数値管理とし、廃棄物の分別を徹底する 

 

【活動の内容】 

・一般ゴミ・リサイクル材の分別がなされているか確認 

・分別方法、分別間違い等の指導 

・紙ごみを分別しリサイクル（シュレッダー）する 

 

5,  地域環境 

【活動の内容】 

・年 2 回工場敷地内及び周辺の清掃活動。参加率目標 80％以上。 

1回目 11～12月 敷地内・周辺のゴミ拾いと側溝掃除。 

2回目 4～5月  敷地内・周辺のゴミ拾いと側溝掃除。 

 

・地域住民からの苦情「0」の継続。   
 



16 

 

 

7、 代表者による全体評価と見直しの結果・指示 
  ２０２２年度、第２３期は前２２期の下期から半導体及び電子部品業界の旺盛な設備投資意欲に

よって高い受注環境を維持しながらのスタートとなった。コロナウイルス感染症がまん延する中、

会社内での感染者を最小限に抑え重大な生産影響を出さずに生産活動を継続できた。しかし弊社売

上高の７０％を占める半導体製造装置分野を筆頭に、液晶業界、自動車、パソコンなどあらゆる業

界での高生産状態が影響し、半導体と電子部品不足から顧客装置の生産が進まず、顧客は出荷台数

を増やすことができない状態が続いている。しかし受注の増大は止まらない為、サプライヤーに対

する発注は増え続けている。弊社においては、６月に完成した第３工場の完成で生産エリアを拡大

し顧客の要求するキャパシティ確保に努めているが、それ以上に受注が増え続けている為、顧客と

の納期調整をしつつ、フル生産状態で顧客の対応にあたっている。今期の資源投入は、第１製造棟

事務室と会議室のエアコンを入れ替えが完了したことで事業所内のすべての旧式空調設備の入れ

替えが完了しました。また、工場全体のエアー供給しているコンプレッサーをインバーター制御で

きる機種へ更新するとともに設置環境を整備し夏の高温対策、冬の低温対策をした。また、ドレン

水をろ過する装置を導入することで廃油水の削減をしている。 

 

今期の目標と課題 

  ２０２３年度、第２４期は２３期からの高い受注状況はそのままに推移することは確実だが、

半導体、電子部品、樹脂材料、他 様々な物の不足から、これ以上の受注増は抑えられることが想

定される。おそらく、２３期と同程度の受注と生産量に留まると思われる。しかし、２０２３年後

半からは物の不足は解消し始め、もう一段高い生産量の要求が想定されることから、さらなる設備

導入と人材の確保が必要。 経済活動の縮小を余儀なくされている中、部材供給が安定することで

一気に受注が回復することが想定される為、次期投資の準備として、工場周辺の土地購入を進めて

いく。２０２３年から２０３０年までは自動車の自動運転と動力のＥＶ化又は水素エネルギー、携

帯電話からスマートグラスへ通信端末の変化、ＳＤＧｓによる世界の変革、メタバース事業の本格

化、ロボット開発、宇宙事業など半導体及び電子部品を大量に必要とされる世界は拡大されようと

している。 

しかし、足元ではロシア・ウクライナ紛争、米中問題、驚異的な円安と不安要素もある為、注意深

く注視しつつ２０２３年第２４期からは、拡大する事業環境に対応するため、工場の拡張、最新工

作機械の導入と増強、従業員の増員を計画し企業規模の強化を進めていきます。事業所の規模拡大

に伴い必要となるエネルギーも増えるため、外部機関である省エネルギーセンターの省エネ最適化

診断を受信し無駄の排除と高騰する電力料金の削減のためデマンド装置の導入など診断書を活用

し省エネルギー活動に努める。 

 

環境活動の取組結果と評価 

  使用電力量は昨年度の使用電力量を 7.75％減少している。社内生産高が４０％増加している

にもかかわらず電力量が抑えられていることは資源投入はもちろんのこと、日々の活動による成果

と評価する。不良削減は月平均 3,200ppm と目標を下回り、良い結果となっている。しかし 9 月の

8,000ppm 発生から不良は減少するものの 2 月から徐々に発生件数が増えて 7 月には 11,000ppm と

増加しているところから、注意喚起が足りないことがうかがえる。24 期においては減少傾向時も

注意喚起を怠らず増加傾向を注視し不良発生を抑える活動をするよう指示します。廃棄物排出量に

ついては、前期から開始されたプラスチック材の一部リサイクル化量が 9,000㎏ありプラスチック

総排出量の 24％が再利用されている。引きつづき分別処分の継続をお願いするとともに、可能で

あればリサイクル材料の種類を増やせないか検討をお願いします。廃油水について、コンプレッサ

ーのドレン水処理装置を導入したことにより、前期排出量 4.4tから 3.1tへ減少し４０％削減でき

たことは評価する。数値管理されている水使用量、地域貢献、環境関連法規である化学物質排出把

握管理においても継続的な管理を指示します。 


